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１ 開     会       横尾 まちづくり部長 

２ 委 員 等 の 紹 介       横尾 まちづくり部長 

３ 出席委員数報告       都市計画課 
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（３）新景観百選等の認定および中央公園周辺地区の景観形成重点地区 

   の指定に伴う北区景観づくり計画の変更について 

 

７ 閉     会        横尾 まちづくり部長 
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中央公園周辺地区の景観形成重点地区の指定について 
 

１．要 旨 

  「北区景観づくり計画」では、良好な景観を有し、地区独自の目標に

向けた景観づくりを進めていく必要がある地区を「特定地区」として

９地区指定している（下表参照）。 

   特定地区には、特に良好な景観づくりを重点的に推進する「景観形

成重点地区」３地区と、それに準じた地区で今後の積極的な景観づく

りにより景観形成重点地区を目指す「景観形成方針地区」６地区を指

定している。 

   今回、景観形成方針地区の一つである「中央公園周辺地区」につい

て、景観形成重点地区の指定に向けた取組みを進め、地域住民への原

案説明会を経て「案」をまとめたところである。 

ついて は、 中央 公 園周辺 地区 の景 観 形成重 点地 区（ 案 ）につ いて 、

諮問する。なお、この後、景観法に基づき、都市計画手続きに準じた

関係住民の意見募集や北区都市計画審議会への意見照会等を行い、北

区景観づくり審議会の諮問・答申を経て、景観形成重点地区に指定す

ることといたしたい。 

 （参考） 

 特定地区の種別 地区名 

景観形成重点地区 

（３地区） 

西が丘地区、隅田川沿川地区、 

旧古河庭園周辺地区 

景観形成方針地区 

（６地区） 

飛鳥山公園周辺地区、石神井川沿川地区、 

崖線沿線地区、都電沿線地区、 

荒川沿川地区、 中央公園周辺地区  

 

２．経 過 

  平成２７年 ４月 東京都北区景観づくり条例施行（景観行政団体） 

同年 ９月 北区景観づくり計画策定 

  平成３０年 ２月 北区景観づくり審議会 

            取組を開始する旨の報告を行う。 

    同年１１月～ 景観ワークショップの開催（計３回） 

  令和元年  ８月 重点地区指定に係る原案の住民説明会開催 

           景観法に基づく東京都への意見照会及び回答 
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３．景観形成重点地区の原案 

  別紙 １－２ のとおり 

 

（参考）   

 【中央公園周辺地区の景観形成基準の特徴】 

   ①届出対象建築物 

建築物の高さが 15ｍ以上または延床面積 800 ㎡以上 

   ②景観形成基準 

中央図書館前区道の沿道の景観形成に重点を置き基準を設定。 

 ・沿道の建築物は圧迫感を軽減する配置とする。 

 ・ 外壁 の素 材や 意匠 はレ ンガ の街 並み と調 和す る配 慮を する。 

 ・ 夜間 の景 観に 配慮 し公 園や 道路 側に 過度 な照 明を 向け ない。 

 

４．今後の予定 

  令和元年１０月 案への意見募集の実施 

    同年１１月  北区都市計画審議会へ意見照会 

  令和２年 １月 第７回景観づくり審議会（答申） 

  同年  ４月 景観形成重点地区へ指定 
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中央公園周辺地区 

1)地区の概要と「区域の設定」 

公園や陸上自衛隊十条駐屯地、教育施

設や集合住宅など、大規模な土地利用が

大半を占めるこの地区は、公共施設等を

中心にゆとりのある、みどり豊かな景観

が形成されています。 

軍用地跡地に整備された中央公園、既

存の赤レンガ倉庫を活かした中央図書館

など、地区内の景観資源との調和に配慮

した景観づくりを図るため、特性に応じ

た景観づくりを進めることが望ましい地

区です。 

 

2)景観まちづくりの目標 

中央公園周辺地区の景観特性を踏まえ、以下のとおり景観まちづくりの目標を設定

し、地区住民の皆様と協働しながら、良好な景観づくりをめざします。 

 

１ みどり豊かでゆとりの感じられる景観を保全します 

陸上自衛隊十条駐屯地や十条富士見中学校、東京都立北療育医療センターなどの

公共施設等が立地し、大規模な土地利用が中心となっています。また、中央公園周

辺を中心に並木が整備され、みどり豊かな景観が形成されています。建替えなどに

あたっては、みどりを保全しゆとりの感じられる景観を維持します。 

２ うるおいのある景観を演出するため、緑化に努めます 

公共施設等とともに、都営王子本町アパートなどの集合住宅や、閑静な住宅地も

見られます。地区一帯のみどりを保全するとともに、新たなみどりの創出を図り、

花とみどりがあふれるうるおい豊かな景観づくりに努めます。 

３ 景観資源と調和したまちなみの形成を図ります 

既存の赤レンガ倉庫を活かして整備された中央図書館、旧陸軍東京第一造兵廠（兵

器工場）の建物を利用した中央公園文化センター、北区景観賞の東京成徳大学十条

台キャンパス、既存のレンガを再利用した十条富士見中学校の外塀などの景観資源

と調和するまちなみの形成を図ります。  

中央公園周辺の区域 

位

置 

上十条１丁目、中十条１丁目、王子本町

２丁目、王子本町３丁目、十条台１丁目

各地内 
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3)良好な景観づくりに関する方針（景観法第 8 条第 3 項） 

景観まちづくりの目標を実現するための方針として、以下のとおり良好な景観づく

りに関する方針を定めます。 

 

１ 公共施設等や大規模な建築物の整備にあたり、景観に配慮します 

  公共施設等や大規模な建築物の整備にあたっては、良好な景観を損なわないよう

に既存の樹木や建築物等の配置に配慮し、うるおいとゆとりのある地区の良好な

景観の保全に努めます。 

 

２ 身近な空間における緑化を進めます 

  地区全体のみどりを活かしながら、道路に面した空地や庭先などの身近な空間へ

の緑化により、花とみどりがあふれるうるおいのある景観づくりを進めます。 

 

３ 地区内の景観資源と調和した、地区にふさわしい景観づくりに努めます 

  地区内に点在する景観資源を活かし、周辺のまちなみと調和したデザインとなる

よう配慮し、地域の雰囲気に合った景観づくりに努めます。 
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4)景観形成基準（景観法第 8 条第 2 項第 2 号） 

中央公園周辺地区の良好な景観づくりを図るため、景観まちづくりの目標や方針を

踏まえて、以下のとおり景観形成基準を定め、事前協議や届出をとおして助言や指導

を行うことにより、良好な景観づくりを誘導します。 

 

建築物 

＜届出行為＞ 

・大規模な建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる

修繕若しくは模様替又は色彩の変更（景観計画の基準に適合していない塗替を

含む） 

＜届出規模＞ 

・建築物の高さが 15ｍ以上又は延べ面積が 800 ㎡以上 

＜景観形成基準＞ 

次表のとおりとします。 

項目 景観形成基準 

配置 

【配置】 

○建築物の壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、沿道のまち

なみに配慮した配置とします。 

○建築物は、道路側にオープンスペースや植栽などを設け、道路への圧迫感

を軽減するような配置とします。 

高さ 

・ 

規模 

【高さ】 

○建築物の高さは、土地利用に応じてまちなみのスカイラインとの調和を図り、

道路に面した敷地や、中央公園に隣接した敷地では、道路や中央公園への

圧迫感に配慮し、突出した高さとならないようにします。 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

【形態・意匠】 

○建築物の形態・意匠は、建築物自体及び隣接する建築物とのバランスを含

め、中央公園周辺地区のまちなみに調和したものとします。 

○低層部については、外壁の素材や意匠についてレンガを利用しているまちな

みと調和するよう配慮します。 

○建築物の外壁は、長大な壁面を生じさせないようにし、壁面を分割するな

ど、道路や中央公園への圧迫感に配慮します。 

【色彩】 

○建築物の外壁や屋根の色彩は、別途定める色彩基準に適合するようにし、

低・中彩度の範囲内を原則として、落ち着きのある雰囲気となるよう、周辺と

の調和に配慮します。強い色調はアクセントとして用いるにとどめます。 
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項目 景観形成基準 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

【ベランダ・バルコニー等】 

○べランダ・バルコニーや付随する構造物などは、形やデザインについて建築

物本体との調和を図るとともに、道路や中央公園からの見え方についても配

慮します。 

公開 

空地 

・ 

外構 

・ 

緑化 

等 

【外構】 

○外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみとの調和を図った

色調や素材とします。 

○道路沿いにオープンスペースを確保し、道路などの公共空間や隣接するオ

ープンスペースとの連続性に配慮して、まちなみと調和した一体的な空間と

します。 

【緑化】 

○敷地内は、道路に面する部分の緑化を図り、沿道の緑との連続性を確保し、

うるおいのある空間を創出します。 

【附帯施設】 

○建築物に付随する室外機などの設備機器等は、道路から直接見えないよう

に設置位置を工夫するとともに、建築物との調和に配慮します。 

○駐車場・駐輪場は、配置やデザインについても配慮します。また、周囲に生

垣等の緑化を行うなど、道路からの見え方にも配慮します。 

○廃棄物保管所は、配置や仕上げについて、まちなみとの調和に配慮します。 

その他 

【照明】 

○夜間の景観を落ち着きのあるもとのするため、過度な照明を道路や中央公

園に向けないようにします。 
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色彩基準は、次表に定めるとおりとします。 

基準の適用部位 色相 明度 彩度 

外壁基本色※1 R 4 以上 8.5 未満の場合 6 以下 

8.5 以上の場合 1.5 以下 

0YR～4.9YR 4 以上 8.5 未満の場合 4 以下 

8.5 以上の場合 1.5 以下 

5.0YR～5.0Y 4 以上 8.5 未満の場合 6 以下 

8.5 以上の場合 2 以下 

その他 4 以上 8.5 未満の場合 2 以下 

8.5 以上の場合 1 以下 

強調色※1 R  

― 

6 以下 

0YR～4.9YR 4 以下 

5.0ＹR～5.0Y 6 以下 

その他 2 以下 

アクセント色※1 ― ― ― 

屋根色 

（勾配屋根） 

5.0YR～5.0Y 
6 以下 

4 以下 

その他 2 以下 

※１ 外壁基本色：外壁各面の 4/5 以上で使用可能 

   強 調 色：外壁各面の 1/5 以下で使用可能 

   アクセント色：外壁各面の 1/20 以下で使用可能 

強調色とアクセント色の総量は外壁各面の 1/5 以内とします。 

 

※  その他、良好な景観の形成に貢献するなど、本計画の実現に資する色彩計画については、

景観づくり審議会の意見を聴取した上で、この基準によらないことができる。 
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※ 印刷物による発色と実際のマンセル値は色彩が異なります。 

※ 上図は、前ページの表の一部を参考に示したものです。  

図：株式会社カラープランニングセンター作成 
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工作物 

＜届出行為＞ 

・工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更（景観計画の基準に適合していない塗替を含む） 

＜届出規模＞ 

・建築基準法第 88 条に規定する工作物（確認申請が必要な工作物）及び北区条

例規則で定める工作物（北区景観づくり計画 P.103 参照） 

＜景観形成基準＞ 

次表のとおりとします。 

項目 景観形成基準 

配置 

【配置】 

○道路などの公共空間と連続したオープンスペースの確保や、配置の工夫な

ど、まちなみとの調和に配慮します。 

高さ 

・ 

規模 

【規模】 

○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないような間隔を確保します。 

○道路への圧迫感を感じる長大な壁面の工作物とならないよう配慮します。 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

【形態・意匠】 

○工作物の形態・意匠は、周辺のまちなみとの調和に配慮します。 

○擁壁は壁面緑化などにより、周辺のまちなみとの調和やうるおいの創出に努め

ます。 

【色彩】 

○工作物の色彩は、建築物の景観形成基準における色彩基準への適合を図

り、まちなみとの調和に配慮します。強い色調は、アクセントとして用いるにとど

めます。 

緑化 

【緑化】 

○道路沿いを中心に敷地内や壁面などを緑化することにより、まちなみとの調和

やうるおいの創出に努めます。 

※ 工作物の色彩については、建築物の外壁基本色の基準と同様とします。ただし、他の法令

等で使用する色彩が決められているものは、この限りではありません。また、橋梁等で区

民になじみが深く、地域のイメージの核となっており、地域のランドマークの役割を果た

しているもの、その他、良好な景観の形成に貢献するなど、本計画の実現に資する色彩計

画については、景観づくり審議会の意見を聴取した上で、この基準によらないものにでき

ることとします。 

 

  



 

８ 
 

開発行為 

＜届出行為＞ 

・都市計画法第４条第 12 項に規定する開発行為 

＜届出規模＞ 

・開発区域面積が 500 ㎡以上 

＜景観形成基準＞ 

次表のとおりとします。 

項目 景観形成基準 

土地

利用 

○周辺のまちなみとの調和に配慮した土地利用計画とします。 

○区画割りによって不整形な土地が生じる場合には、緑地や小広場として活用

するなど、地域の良好な景観づくりに配慮します。 

○区画は、オープンスペースが道路などの公共空間や隣接するオープンスペ

ースと連続的になるよう配慮します。 

○電線類は、道路を新たに整備する際に地中化したり目立たない場所に設置

する等の工夫をします。 

造成 

等 

○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法面などが生じないようにします。 

○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことにより圧迫感を軽減します。 

 

 



景観形成基準（一般地区と景観形成重点地区３地区）比較

　※「中央公園周辺地区」の景観形成重点地区指定に向け、他の３つの重点地区の景観形成基準の特徴を分析する。
景観方針地区

①西が丘地区（P.112～） ②隅田川地区（P.121～） ③旧古河庭園地区（P.129～） ④中央公園周辺地区　基準（原案）
配置 〇建築物は、周辺への圧迫感や違和感がない

ように、壁面の位置の連続性や適切な隣棟間
隔の確保など、まちなみとの調和に配慮しま
す。

〇建築物の壁面の道路及び隣地境界からの後
退距離は、別途定める基準によるものとし、
圧迫感をやわらげます。
ただし、道路に面して店舗がある場合は、１
階部分のみを後退させ、歩行者や来店者が好
感を持てるような、ゆとりのある配置となる
よう配慮します。

○敷地が水域に接する場合は、水域側にオー
プンスペースを設け、圧迫感を軽減するよう
な配置とします。
○建築物の壁面の位置の連続性や適切な隣棟
間隔の確保など、隅田川沿いのまちなみに配
慮した配置とします。
○隅田川に建築物の顔を向けた配置としま
す。
○敷地内やその周辺に歴史的な資源や残すべ
き自然などがある場合は、これらを活かした
配置とします。

○隣地間隔や隣棟間隔を十分確保し、庭園か
らの眺望の開放感を阻害しないようにしま
す。また、周辺のまちなみに配慮した配置と
します。
○敷地内に庭園の築造と関係のある歴史的に
重要な遺構や、残すべき自然などがある場合
は、これらを活かした建築物の配置としま
す。

○建築物の壁面の位置の連続性や適切な隣棟
間隔の確保など、沿道のまちなみに配慮した
配置とします。
○建築物は、道路側にオープンスペースや植
栽などを設け、道路への圧迫感を軽減するよ
うな配置とします。

高さ・規模 【高さ】
○建築物の高さは、土地利用に応じて、まち
なみのスカイラインとの調和を図ります。

【高さ】
○建築物の高さは、土地利用に応じて、まち
なみのスカイラインとの調和を図ります。
【規模】
○建築物の敷地面積は、別途定める基準によ
るものとし、ゆとりのある敷地規模を保つよ
う配慮します。

【高さ】
○建築物の高さは、土地利用に応じて、まち
なみのスカイラインとの調和を図り、著しく
突出した高さの建築物は避けます。
○隅田川の水上、対岸、橋梁などの主要な眺
望点*（道路・河川・公園など）からの見え
方に配慮します。

【高さ】
○建築物の高さは、庭園内部の主要な眺望点
からの見え方をシミュレーションし、庭園か
らの眺望を阻害する高さや規模とならないよ
うに配慮します。
○庭園外周部と隣接している敷地において
は、庭園外周部の樹木の高さを著しく超える
ことのないよう計画します。

【高さ】
○建築物の高さは、土地利用に応じてまちな
みのスカイラインとの調和を図り、道路に面
した敷地や、中央公園に隣接した敷地では、
道路や中央公園への圧迫感に配慮し、突出し
た高さとならないようにします。

形態・意匠・色彩 【形態・意匠】
○建築物の形態・意匠は、まちなみとの調和
に配慮します。
○ファサード＊（建物の正面）は、地域のま
ちなみに調和したデザイン、材質、色彩を工
夫します。
○低層部については、特に外壁の素材やデザ
インに配慮し、必要に応じて一部を歩行者に
開放するなどまちなみ全体に配慮します。
【色彩】
○外壁の色彩については、別途定める色彩基
準に適合するようにし、景観を損ねるような
過剰な色彩はできるだけ避け、周囲の景観に
配慮します。
○屋根の色彩は、周辺の景観から突出しない
ように明度＊や彩度＊を抑えた色彩を用いる
よう配慮します。

【形態・意匠】
○建築物の形態・意匠は、まちなみとの調和
に配慮します。
【色彩】
○外壁の色彩は、別途定める色彩基準に適合
するようにし、低・中彩度の範囲内を原則と
してまちなみとの調和に配慮します。強い色
調は、アクセントとして用いるにとどめま
す。
○屋根の色彩は、外壁の基調となる色彩にあ
わせて、落ち着きのある雰囲気となるよう、
まちなみとの調和に配慮します。
【ベランダ・バルコニー】
○ベランダ・バルコニーや外階段、外廊下、
窓台については、建築物の形態にあわせ落ち
着きのある雰囲気となるよう配慮します。
○ベランダ・バルコニーなどは、形態の工夫
により、洗濯物などについて、道行く人々に
対する景観に配慮します。

【形態・意匠】
○建築物の形態・意匠は、建築物自体のバラ
ンスだけでなく、隅田川沿いの周辺のまちな
みとの調和を図ります。
○建築物の外壁は、隅田川に面して長大な壁
面を避けるなど、圧迫感の軽減を図ります。
○建築物の屋根・屋上に設備等がある場合
は、建築物と一体的に計画するなど、周囲か
らの見え方に配慮します。
【色彩】
○建築物の外壁や屋根の色彩は、別途定める
色彩基準に適合するようにし、低・中彩度の
範囲内を原則として周辺との調和に配慮しま
す。強い色調は、アクセントとして用いるに
とどめます。
【ベランダ・バルコニー】
○ベランダ・バルコニーや設備などは、建築
物本体との調和を図り、形やデザインに配慮
します。

【形態・意匠】
○建築物全体及び隣接する建築物等との形態
のバランスを検討し、特に庭園景観の背景と
してふさわしい落ち着いた意匠とします。
○建築物の外壁は、長大な壁面を生じさせな
いようにし、壁面を分割するなど、庭園から
の眺望に対して、圧迫感を感じさせないよう
にします。
○建築物の外装材は、反射素材などの庭園か
らの眺望を阻害する素材の使用は避けるよう
にします。屋根、屋上に設備がある場合、庭
園側に露出させないようにします。
○建築物の屋根・屋上は、突出した形状を避
け、庭園外周部の樹木のスカイラインと調和
したものとします。
【色彩】
○建築物の外壁や屋根の色彩は、別途定める
色彩基準に適合するようにし、低・中彩度の
範囲内を原則として周辺との調和に配慮しま
す。強い色調は、アクセントとして用いるに
とどめます。
【ベランダ・バルコニー】
○ベランダ・バルコニーや設備などは、建築
物本体との調和を図り、形やデザインに配慮
します。

【形態・意匠】
○建築物の形態・意匠は、建築物自体及び隣
接する建築物とのバランスを含め、中央公園
周辺地区のまちなみに調和したものとしま
す。
○低層部については、外壁の素材や意匠につ
いてレンガを利用しているまちなみと調和す
るよう配慮します。
○建築物の外壁は、長大な壁面を生じさせな
いようにし、壁面を分割するなど、道路や中
央公園への圧迫感に配慮します。
【色彩】
○建築物の外壁や屋根の色彩は、別途定める
色彩基準に適合するようにし、低・中彩度の
範囲内を原則として、落ち着きのある雰囲気
となるよう、周辺との調和に配慮します。強
い色調はアクセントとして用いるにとどめま
す。
【ベランダ・バルコニー等】
○べランダ・バルコニーや付随する構造物な
どは、形やデザインについて建築物本体との
調和を図るとともに、道路や中央公園からの
見え方についても配慮します。

景観形成重点地区
一般地区（P.99～）

建築物

項目

資料１－別添１
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景観方針地区
①西が丘地区（P.112～） ②隅田川地区（P.121～） ③旧古河庭園地区（P.129～） ④中央公園周辺地区　基準（原案）

景観形成重点地区
一般地区（P.99～）項目

公開空地・外構・
緑化等

【外構】
○外構計画は、隣接する敷地や道路など、ま
ちなみとの調和を図った色調や素材としま
す。
【垣塀柵】
○垣塀柵について道路に面して設けるもの
は、生垣とするなどうるおいのある空間への
寄与に配慮します。
○垣塀柵は適度に敷地の内部が確かめられる
ような仕様にすることで、地域の景観や防犯
に配慮します。
○垣塀柵の色彩は、建築物の基調色と同様の
基準とし、まちなみに配慮します。
○垣塀柵の高さは、人の目線を妨げない高さ
となるよう配慮します。やむを得ずこれを超
える場合は、色彩、素材を工夫し圧迫感のな
いものとします。
【緑化】
○窓先や庭先には草木を飾るなど、うるおい
を創出するとともに、落ち着いた空間を演出
します。
○既存の樹木をできるだけ保存するよう配慮
します。
○敷地内は、敷地面積に対する緑化の割合
が、北区みどりの条例における緑化面積の基
準による数値を満たすように配慮します。

【外構】
○外構計画は、隣接する敷地や道路など、周
辺のまちなみとの調和を図った色調や素材と
します。
○隅田川沿いにオープンスペースを確保し、
隣接するオープンスペースとの連続性に配慮
して一体的な空間とします。
【垣塀柵】
○敷地と水域の境界部に設置する塀や柵は、
できる限り開放性のあるものにします。
【緑化】
○敷地内はできる限り緑化を図り、隅田川沿
いのみどりと連続させます。また、屋上や壁
面の緑化を積極的に検討します。
○緑化にあたっては、川辺の環境に適した樹
種を選定し、周辺の景観との調和を図るとと
もに、植物の良好な生育が可能となるよう、
植栽地盤を工夫します。
【附帯施設】
○建築物に附帯する構造物や設備等は、建築
物本体との調和を図ります。

【外構】
○外構計画は、隣接する敷地や道路など、周
辺のまちなみとの調和を図った色調や素材と
します。
【緑化】
○敷地内はできる限り緑化を図り、庭園のみ
どりとの連続性を確保し、うるおいのある空
間を創出します。
○緑化にあたっては、庭園樹種と同一性のあ
る樹種を選定します。
○対象行為により、庭園内の重要な樹木及び
湧水等に悪影響を及ぼさないようにします。
○屋上緑化や壁面緑化を行い、都市における
みどりの創出に積極的に寄与します。
【附帯施設】
○建築物に附帯する構造物や設備等は、建築
物本体と調和を図り、庭園からの眺望を阻害
しないものとします。
○窓面の内側から広告物等を庭園に向けて表
示しないようにします。

【外構】
○外構計画は、隣接する敷地や道路など、周
辺のまちなみとの調和を図った色調や素材と
します。
○道路沿いにオープンスペースを確保し、道
路などの公共空間や隣接するオープンスペー
スとの連続性に配慮して、まちなみと調和し
た一体的な空間とします。
【緑化】
○敷地内は、道路に面する部分の緑化を図
り、沿道の緑との連続性を確保し、うるおい
のある空間を創出します。
【附帯施設】
○建築物に付随する室外機などの設備機器等
は、道路から直接見えないように設置位置を
工夫するとともに、建築物との調和に配慮し
ます。
○駐車場・駐輪場は、配置やデザインについ
ても配慮します。また、周囲に生垣等の緑化
を行うなど、道路からの見え方にも配慮しま
す。
○廃棄物保管所は、配置や仕上げについて、
まちなみとの調和に配慮します。

【附帯施設】
○駐車場や物置などは、まちなみの景観を損
なわないよう配慮します。
○エアコンの室外機は、安全性の面から排気
の吹き出し方向に注意するなど、歩行者の安
全や景観に配慮した配置とします。
○日除けテントは、建築物との一体性やまち
なみとの調和など、違和感のないデザインと
するとともに、歩行者の通行の妨げとならな
いように配慮します。
○ごみ集積所は、配置やごみの出し方に工夫
して、景観を損ねないよう配慮します。
○駐輪場を適切に設置し、まちなみの景観を
損なわない配置やデザインとなるよう配慮し
ます。

その他 ○道路などの公共空間と連続したオープンス
ペース＊の確保や、配置の工夫など、まちな
みとの調和に配慮します。

【照明】
○夜間の景観を落ち着きあるものにするた
め、過度な照明を隅田川に向けないようにし
ます。

【照明】
○夜間の景観を検討し、過度な照明を庭園側
に向けないようにします。

【照明】
○夜間の景観を落ち着きのあるもとのするた
め、過度な照明を道路や中央公園に向けない
ようにします。

配置 【規模】
○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないよ
うな隣棟間隔を確保し、長大な壁面の工作物
とならないよう配慮します。

○道路などの公共空間と連続したオープンス
ペースの確保や、配置の工夫など、まちなみ
との調和に配慮します。

○道路などの公共空間と連続したオープンス
ペースの確保や、配置の工夫など、まちなみ
との調和に配慮します。

○道路などの公共空間と連続したオープンス
ペースの確保や、配置の工夫など、まちなみ
との調和に配慮します。

○道路などの公共空間と連続したオープンス
ペースの確保や、配置の工夫など、まちなみ
との調和に配慮します。

高さ・規模 【形態・意匠】
○工作物の形態・意匠は、まちなみとの調和
に配慮します。
○擁壁は壁面緑化などにより、まちなみとの
調和やうるおいの創出に努めます。
【色彩】
○色彩は、建築物の景観形成基準における色
彩基準への適合を図り、まちなみとの調和に
配慮します。強い色調は、アクセントとして
用いるにとどめます。

【規模】
○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないよ
うな隣棟間隔を確保し、長大な壁面の工作物
とならないよう配慮します。

【規模】
○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないよ
うな隣棟間隔を確保します。
○水上や遊歩道から見たときに圧迫感を感じ
る、長大な壁面の工作物とならないよう配慮
します。

【高さ・規模】
○工作物の高さは、庭園内部の主要な眺望点
からの見え方をシミュレーションし、庭園か
らの眺望を阻害する高さや規模とならないよ
うに配慮します。
○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないよ
うな隣棟間隔を確保し、長大な壁面の工作物
とならないよう配慮します。

【規模】
○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないよ
うな間隔を確保します。
○道路への圧迫感を感じる長大な壁面の工作
物とならないよう配慮します。

【外構】
○外構計画は、隣接する敷地や道路など、ま
ちなみとの調和を図った色調や素材としま
す。
【緑化】
○敷地境界の生垣化、屋上や壁面の緑化な
ど、敷地内の緑化に配慮します。また、建築
物の入口部分などにスペースを確保し、緑化
するなどの工夫をします。
○公開空地を確保し、外からもみどりが見え
るようにしたり、柵や塀を緑化するなど、道
路から見える位置に緑化するように工夫をし
ます。
【附帯施設】
○建築物に附帯する構造物や設備等は、建築
物本体との調和を図ります。
○外部に露出した屋上の貯水槽や冷暖房の室
外機などの設備機器類は、外部から直接見え
ないようにし、建物と違和感のないデザイン
にします。
○住宅のガス・水道などのメーター類や郵便
受けなどはデザイン上の配慮をします。
○駐車場は、まちの景観を損ねないように配
置し、地下等に駐車場を設ける場合は、駐車
場への出入口について景観上配慮します。ま
た、車路となる路面には景観を意識した舗装
をしたり、駐車するスペースの周辺には目か
くし効果となる緑化を施すなど、工夫しま
す。
○駐輪場を適切に設置し、まちなみの景観を
損なわない配置やデザインとなるよう配慮し
ます。

工作物
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景観方針地区
①西が丘地区（P.112～） ②隅田川地区（P.121～） ③旧古河庭園地区（P.129～） ④中央公園周辺地区　基準（原案）

景観形成重点地区
一般地区（P.99～）項目

形態・意匠・色彩 【緑化】
○敷地内や壁面などを緑化することにより、
まちなみとの調和やうるおいの創出に努めま
す。

【形態・意匠】
○工作物の形態・意匠は、まちなみとの調和
に配慮します。
○擁壁は壁面緑化などにより、まちなみとの
調和やうるおいの創出に努めます。
【色彩】
○色彩は、建築物の景観形成基準における色
彩基準への適合を図り、まちなみとの調和に
配慮します。強い色調は、アクセントとして
用いるにとどめます。

【形態・意匠】
○工作物の形態・意匠は、まちなみとの調和
に配慮します。
○擁壁は壁面緑化などにより、まちなみとの
調和やうるおいの創出に努めます。
【色彩】
○工作物の色彩は、建築物の景観形成基準に
おける色彩基準への適合を図り、まちなみと
の調和に配慮します。強い色調は、アクセン
トとして用いるにとどめます。

【形態・意匠】
○工作物の形態・意匠は、庭園景観に調和し
た落ち着きのあるものとなるよう配慮しま
す。
○壁面を分節化するなどの工夫をし、庭園か
ら眺望できる部分が長大な面積とならないよ
うに配慮します。
○擁壁は壁面緑化などにより、まちなみとの
調和やうるおいの創出に努めます。
【色彩】
○色彩は、建築物の景観形成基準における色
彩基準への適合を図り、まちなみとの調和に
配慮します。強い色調は、アクセントとして
用いるにとどめます。

【形態・意匠】
○工作物の形態・意匠は、周辺のまちなみと
の調和に配慮します。
○擁壁は壁面緑化などにより、周辺のまちな
みとの調和やうるおいの創出に努めます。
【色彩】
○工作物の色彩は、建築物の景観形成基準に
おける色彩基準への適合を図り、まちなみと
の調和に配慮します。強い色調は、アクセン
トとして用いるにとどめます。

公開空地・外構・
緑化等

○まちなみとの調和に配慮した土地利用計画
とします。
○区画割りによって不整形な土地が生じる場
合には、緑地や小広場として活用するなど、
地域の良好な景観づくりに配慮します。
○電線類は、できるかぎり道路を整備する際
に地中化したり、目立たない場所に設置する
等の工夫をします。

【緑化】
○敷地内や壁面などを緑化することにより、
まちなみとの調和やうるおいの創出に努めま
す。

【緑化】
○敷地内や壁面などを緑化することにより、
まちなみとの調和やうるおいの創出に努めま
す。

【緑化】
○敷地内や壁面などを緑化することにより、
まちなみとの調和やうるおいの創出に努めま
す。

【緑化】
○道路沿いを中心に敷地内や壁面などを緑化
することにより、まちなみとの調和やうるお
いの創出に努めます。

土地利用 ○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法
面＊などが生じないようにします。
○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことに
より圧迫感を軽減します。

○まちなみとの調和に配慮した土地利用計画
とします。
○区画割りによって不整形な土地が生じる場
合には、緑地や小広場として活用するなど、
地域の良好な景観づくりに配慮します。
○電線類は、できるかぎり道路を整備する際
に地中化したり、目立たない場所に設置する
等の工夫をします。

○まちなみとの調和に配慮した土地利用計画
とします。
○区画割りによって不整形な土地が生じる場
合には、緑地や小広場として活用するなど、
地域の良好な景観づくりに配慮します。
○区画は、オープンスペースや緑地が隅田川
沿いのオープンスペースと連続的なものとな
るように配慮します。
○区画は、建築物等の配置が隅田川に顔を向
けやすいものとします。
○電線類は、できるかぎり道路を整備する際
に地中化したり、目立たない場所に設置する
等の工夫をします。
○隅田川への歩行者の動線を確保するよう努
めます。

○まちなみとの調和に配慮した土地利用計画
とします。
○区画割りによって不整形な土地が生じる場
合には、緑地や小広場として活用するなど、
地域の良好な景観づくりに配慮します。
○電線類は、できるかぎり道路を整備する際
に地中化したり、目立たない場所に設置する
等の工夫をします。

○周辺のまちなみとの調和に配慮した土地利
用計画とします。
○区画割りによって不整形な土地が生じる場
合には、緑地や小広場として活用するなど、
地域の良好な景観づくりに配慮します。
○区画は、オープンスペースが道路などの公
共空間や隣接するオープンスペースと連続的
になるよう配慮します。
○電線類は、道路を新たに整備する際に地中
化したり目立たない場所に設置する等の工夫
をします。

造成等 ○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法
面などが生じないようにします。
○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことに
より圧迫感を軽減します。

○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法
面などが生じないようにします。
○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことに
より圧迫感を軽減します。

○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法
面などが生じないようにします。
○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことに
より圧迫感を軽減します。

○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法
面などが生じないようにします。
○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことに
より圧迫感を軽減します。

※入力上のお願い（入力例参考）
＊「一般地区」と異なる基準の表記は、赤字表記してください。

開発行為

3



中央公園周辺地区

景観まちづくりニュース

平成30年10月 第１号

＜発行＞
北区まちづくり部

まちづくり推進課

●中央公園周辺地区の景観特性とは・・・

公園や陸上自衛隊十条駐屯地、教育施設や集合住宅など、大規模な土地利用が
大半を占めるこの地区は、公共施設等を中心にゆとりのある、みどり豊かな景観
が形成されています。軍用地跡地に整備された中央公園、既存の赤レンガ倉庫を
活かした中央図書館など、地区内の景観資源との調和に配慮した景観づくりを図
るため、景観形成方針地区に定め、特性に応じた景観づくりを進めることが望ま
しい地区です。

景観法と景観計画とは？

平成16年に、美しい国土の形成などを目的として、「景観法」が制定されました。
これにより「景観行政団体（景観法に基づいて具体的な施策を実施していく自治

体）」となることにより、景観法に基づく「景観計画」を策定し、良好な景観づくり
に向けた取り組みを行っていくための仕組みが整いました。

北区は、平成27年10月より、
景観法に基づく北区景観づくり計画を運用

北区は、これまで以上に区の魅力を生かし、より実効性の
ある景観まちづくりを進めていくため、景観法に基づく景観
行政団体となり、「北区景観づくり計画」を策定し、平成27
年10月１日より運用を開始しています。

中央公園周辺地区の「景観形成方針地区」は「景観形成重点地区」へ移行検討

中央公園周辺地区は、「北区景観づくり計画」において良好な景観づくりに重要で
ある景観として、地区固有の景観資源や景観特性を生かし、積極的な景観づくりを推
進していくための「景観形成方針地区」に位置付けられています。

このたび、これまでの取組を踏まえ、特に良好な景観づくりを重点的に推進する
「景観形成重点地区」への移行を考えています。

北区では、良好な景観まちづくりが進められています

景観まちづくりの目標

１ みどり豊かでゆとりの感じられる景観を保全します。

２ うるおいのある景観を演出するため、緑化に努めます

３ 景観資源と調和したまちなみの形成を図ります

 
資料１-別添２ 
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景観ワークショップ

～中央公園周辺地区における景観を考えよう！～
「北区景観づくり計画」において、北区全域に係る基本目標のもとに、骨格とな

る景観に関する方針と身近な景観に関する方針を定め、一般地区の景観に関する方

針や景観形成基準と、特定地区の景観まちづくりの目標及び良好な景観づくりに関

する方針や景観形成基準に反映しています。

特定地区のうち景観形成方針地区は、景観形成重点地区の候補地として、積極的

に景観づくりを行っていく地区となっています。

今回、景観形成方針地区に指定されている中央公園周辺地区を景観形成重点地区

に指定するため、『景観ワークショップ』を開催し、地域の景観に対する熟度を高

めながら景観形成基準等を検討していくことを目的としています。

中央公園周辺地区

■開催日 平成３０年１１月１２日（月）

■開催時間 1４：０0～16：３0

■会場 十条台ふれあい館 別館２階
十条台地域振興室会議室
（東京都北区中十条１－２－１８）

■内容（案） ・中央公園周辺地区の景観まちづくり
・景観形成重点地区指定の目的説明
・まちあるきによる地域の点検
・まちあるきの点検内容の共有 など

【第１回景観ワークショップ開催概要】

※当日は、30分程度まち歩きを行います。
歩きやすい服装でお越しください。
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スケジュール

【景観ワークショップ】

第１回
（11/12）

◆中央公園周辺地区における景観を考えよう!
・中央公園周辺地区の景観まちづくり
・景観形成重点地区指定の目的説明
・まちあるきによる地域の点検
・まちあるきの点検内容の共有

第２回
（1月上旬）

平日夜間予定

◆景観まちづくりのイメージを具現化しよう!
・中央公園周辺地区における景観まちづくり

の目標の検討
・良好な景観づくりに関する方針の検討

第３回
（３月中旬）

平日夜間予定

◆景観形成重点地区（素案）をチェックしよう!
・景観形成重点地区（素案）の確認・検討
（対象区域/景観まちづくりの目標/良好な

景観づくりに関する方針/景観形成基準/届出行為など）

景観形成重点地区（案）の検討・関係各所との調整

■区民への周知・意見募集
〇景観まちづくりニュースの発行
〇説明会の開催

景観形成重点地区の指定

（平成３１年度～）

◆景観ワークショップに参加してみよう!
・景観ワークショップ開催にあたり、少数の公募を行います。

上記スケジュールで３回とも出席可能な方。昼間、夜間の参加が可能な方。
景観ワークショップに興味のある方、ぜひ参加してみませんか。
参加される方は、裏面の連絡先に直接ご連絡頂くか、メールにてご連絡を
お願い致します。
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これからの中央公園周辺地区の景観について考えてみませんか？

中央公園周辺地区では、長年にわたり地域の皆様によって培われてきた貴重な景観
資源であふれています。

北区では、今後、地区固有の景観資源や景観特性を生かし、特に良好な景観づくり
を重点的に推進する「景観形成重点地区」への移行を考えています。

このため、中央公園周辺地区の景観について、地域の皆様と一緒に考える「景観づ
くりワークショップ」を開催いたします。

皆様のご参加をお待ちしております。

■ワークショップ想定エリア

■対象者
北区在住、在勤、在学の方で
原則３回ともご出席できる方

■申込方法
下記、お問合せ先に直接ご連絡を頂くか、

メールにてご送信下さい。

■会場
十条台ふれあい館 別館２階
十条台地域振興室会議室

（東京都北区中十条１－２－１８）

【お問合せ先】
北区まちづくり部まちづくり推進課
（第一庁舎７階５番窓口）
TEL 03-3908-9154
Mail machisuishin-ka@city.kita.lg.jp

必要事項

①氏名（フリガナ）

②住所

③電話番号

④E-mail

※メールの場合は、件名を「景観ワーク
ショップ」として頂き、下記、必要事項を
記載の上、ご送信をお願い致します。

申込締切 10月31日（水）

参加無料 抽選４名

■日程
第１回 11/12（月）14:00～16:30
第２回 １月中旬頃予定
第３回 ３月上旬頃予定
※第２・３回は、平日夜間を予定

陸上自衛隊
十条駐屯地

区立中央公園

区立
中央
図書館
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中央公園周辺地区

景観まちづくりニュース

平成30年12月 第２号

＜発行＞
北区まちづくり部

まちづくり推進課

景観ワークショップ（第１回）を開催しました！
平成30年11月12日（月）に、中央公園周辺地区の景観づくりを考えていくため

の『景観ワークショップ（第１回）』を開催しました。その内容についてお知らせし
ます。

北区では、「北区景観づくり計画」において、北区全域に係る基本目標のもとに、
景観に関する方針を定め、一般地区の景観に関する方針や、特定地区の良好な景観
づくりに関する方針を定めています。

特定地区のうち景観形成方針地区は、景観形成重点地区の候補地として、積極的
に景観づくりを行っていく地区となっています。

今回、景観形成方針地区に指定されている中央公園周辺地区を景観形成重点地区
に指定するため、『景観ワークショップ』を開催し、地域の景観づくりに対する意
識・気運を高めながら景観形成基準等を検討していくことを目的としています。

景観ワークショップ（第１回）では、まちあるきによる地域の観察やその内容の
共有を行いました。

北区景観まちづくりの概要や景観形成重点地区による効果等を説明
趣旨説明

景観形成重点
地区の説明

まちあるきに
よる地域の
観察

観察マップの
作成

まちあるきにより、地区の良い景観・課題のある景観を観察

まちあるきをした際に気づいた内容のとりまとめ作業

古河庭園周辺
地区での取組
事例の紹介

～中央公園周辺地区における景観を考えよう！～

 
資料１-別添３ 
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●まちあるきによる地域の点検内容●

Aグループでの意見

台地の上で高い建物が少なく、広い空が確
保され、眺望が良い。

イチョウ並木等が沿道に植樹され、緑豊か
な沿道空間を形成している。

柵等の緑化により緑豊かな空間に配慮され
ている。

樹木や植木等の管理が行き届いていないと
ころがあるため、剪定や手入れを行ったほ
うがよい。

自衛隊の鉄塔が、空と調和した色彩を用い
て工夫されている。

洗濯物が見えにくくなるよう、バルコニー
の工夫が施されている。

沿道空間に路上駐車している自動車が景観
を阻害している。（安全面からしても課題
となりうる。）

突き当り等の箇所は、視線を集めることか
ら、その範囲まで景観に配慮し、一体的な
景観づくりを行ったほうがよいのはないか。

広々とした空や沿道の樹木を活かした通り
を形成するために、電線地中化を進めたほ
うがよい。

沿道の壁面をそろえれば、直線で見通しの
よい沿道空間となるのではないか。

Aグループ

Bグループ

AグループとBグループの２つに分かれ、
まちあるきによる地域の景観の現状を、以
下の視点で確認しました。

項目 チェックするポイント

１ 配置 建物等の間隔/空間の連続性/壁面の位置

２ 高さ・規模 建物の高さの統一感/敷地のゆとり

３ 形態・意匠 建物等材質の調和/外壁の工夫

４ 色彩 隣接する色彩との連続性

５ 外構等 物干し竿の位置/隣接する敷地や道路との調和

６ 緑化 植栽の見え方/生垣/緑化

７ 附帯施設 駐車場・駐輪場の見え方/貯水槽や室外機の見え方

８ 街灯のデザイン/照明の明るさ・色合い/路面舗装・ストリー
トファニチャー/屋外広告物

当日、参加者から多くの
意見が出ました！
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十条富士見中学校の建物やレンガ塀が、ま
ちに落ち着きを与えている空間となってい
て良い。

中層のマンションが沿道からセットバック
しており、建物と歩道の間に空間が設けら
れ、圧迫感も少なく、ゆとりのある歩道空
間となっている。

汚れにくく、メンテナンスの手間や費用の
かかりにくい素材のフェンスを用いて、良
好な景観が維持されている。

街路樹により、沿道の魅力を高め、緑豊か
な空間を形成している。

路肩の低木内のごみや雑草が無秩序な印象
を与えてしまっている。

通りに面して、むき出しの空調機やベラン
ダに干してある洗濯物が、景観上、乱雑な
印象を受けた。

駐輪場が通りから丸見えで、乱雑に駐車さ
れている自転車が気になる。

ガードレールやフェンス等の色彩の統一感
がなく、色の一体感がうすれていた。

都営団地の建て替え等が生じた際、良好な
景観を形成していくために、景観のルール
を構築し、周囲と調和したものになってほ
しい。

Bグループでの意見

Aグループ

Bグループ これらの意見を踏まえ、
次回は、景観まちづくり
の方針を検討します！

●観察マップの作成の様子●
意見を付箋に書き出して、

観察マップを作成！
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【お問合せ先】
北区まちづくり部まちづくり推進課（第一庁舎７階５番窓口）

TEL 03-3908-9154 FAX 03-3908-2244
Mail machisuishin-ka@city.kita.lg.jp

スケジュール

【景観ワークショップ】

第１回
（11月12日）

◆中央公園周辺地区における景観を考えよう!
・北区景観まちづくりの取組や良い事例の紹介
・景観形成重点地区の指定目的の説明
・まちあるきによる地域の点検
・まちあるきの点検内容の共有

第２回
（1月17日）

◆景観まちづくりのイメージを具現化しよう!
・中央公園周辺地区における景観まちづくりの

目標の検討
・良好な景観づくりに関する方針の検討

第３回
（３月中旬）

◆景観形成重点地区（骨子）をチェックしよう!
・景観形成重点地区（骨子）の確認・検討
・景観まちづくりの取組を実現するための景観形成基

準の方向性の確認・検討
（対象区域/景観まちづくりに関する目標や方針など）

景観形成重点地区（案）の検討・関係各所との調整

■区民への周知・意見募集
〇景観まちづくりニュースの発行 〇説明会の開催

景観形成重点地区の指定

（平成３１年度～）
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中央公園周辺地区

景観まちづくりニュース

平成31年２月 第３号

＜発行＞
北区まちづくり部

まちづくり推進課

景観ワークショップ（第２回）を開催しました！
平成31年１月17日（木）に、中央公園周辺地区の景観づくりを考えていくための

『景観ワークショップ（第２回）』を開催しました。その内容についてお知らせします。

北区では、「北区景観づくり計画」において、北区全域に係る基本目標のもとに、
景観に関する方針を定め、一般地区の景観に関する方針や、特定地区の良好な景観
づくりに関する方針を定めています。

特定地区のうち景観形成方針地区は、景観形成重点地区の候補地として、積極的
に景観づくりを行っていく地区となっています。

今回、景観形成方針地区に指定されている中央公園周辺地区を景観形成重点地区
に指定するため、『景観ワークショップ』を開催し、地域の景観づくりに対する意
識・機運を高めながら景観形成基準等を検討していくことを目的としています。

景観ワークショップ（第２回）では、模型を用いて景観シミュレーションを行い
ながら、意見交換を行いました。

中央公園沿道地区の景観まちづくりの目標や方針の共有／問題提起趣旨説明
問題提起

模型による
シミュレーション

方向性の
検討

模型を使って、どのような景観になるかシミュレーション

シミュレーションした結果をとりまとめ、景観まちづくりの方向性を検討

～中央公園周辺地区における景観を考えよう！～

どっちの景観
が良いか 

（例）

樹木の高さを
そろえる 

 
資料１-別添４ 
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●シミュレーションによる良好な景観づくり●

シミュレーションした意見【Aグループ】

配置

AグループとBグループの２つに分かれ、第１回のまちあるきによる地域の景観の点検内
容を踏まえ、どのように良好な景観づくりを実現していくことができるか、模型を用いて、
シミュレーションし、意見をとりまとめました。

項目 シミュレーションするポイント

１ 配置 建物等の間隔/空間の連続性/壁面の位置

２ 高さ・規模 建物の高さの統一感/敷地のゆとり

３ 形態・意匠 建物等材質の調和/外壁の工夫

４ 色彩 隣接する色彩との連続性

５ 外構等 物干し竿の位置/隣接する敷地や道路との調和

６ 緑化 植栽の見え方/生垣/緑化

７ 附帯施設 駐車場・駐輪場の見え方/貯水槽や室外機の見え方

８ 街灯のデザイン/照明の明るさ・色合い/路面舗装・
ストリートファニチャー/屋外広告物

Aグループ

Bグループ

セットバックし建物の前面が揃うとまちなみが美しくなり、ゆとりのある
空間を確保することができる。
長大な建物は、分割してずらして配置することで圧迫感を抑えることがで
きる。
建物の配置の向きが揃っているほうがきれいである。

高さ
規模

建物の高さが高くなりすぎると、空が狭く感じ、空間にゆとりがなくなる
ため、５階建ての高さが望ましい。

地域の特徴である赤レンガを活用し、低層部だけでもレンガ調のまちなみ
を形成することができると、この地域らしい景観を形成することができる。

形態
意匠

白系の建物は、汚れが目立つため、きれいな状態を維持する必要がある。色彩

外構等にある工作物は、まちなみに乱雑な印象を与える可能性があるため、
見えないように工夫した方がよい。

外構等

地区のまちなみを一体的に統一していくためには、樹木の連続性を確保す
るとよい。
高木ばかりになると、空が狭くなるため、低・中木等をうまく活用したら
よい。
地区全体を緑豊かな空間とするために、戸建て住宅や集合住宅といった民
地側での緑化の工夫を促し、連続した空間づくりを進める。

緑化

乱雑な印象を与える自転車駐輪場は、みどり等で隠すことにより、良好な
沿道空間を形成することができる。

附帯
施設

夜は、住民の生活が阻害されない程度に街路の明るさを確保する必要があ
る。

その他

2



シミュレーションした意見【Bグループ】

これらの意見を踏まえ、
次回は、景観形成重点地区（骨子）を検討します！

模型を使って、建物を動か
したり、植樹したりして、
様々なパターンでシミュ
レーションを行いながら、
意見をとりまとめました。

〇配置についての検討

〇高さについての検討

沿道から離して
配置される

配置 沿道からセットバックして建物を配置し、あわせて緑化することで、ゆと
りある空間を生み出すことができる。
建物が高いときは、セットバックして配置することで、圧迫感を抑えるこ
とができる。

高さ
規模

配置

建替えの際、建物の高さを抑え、スカイラインを統一させ、通りの解放感
を確保する。

形態
意匠

既存の白い建物や赤レンガ、みどり等に配慮し、周囲のまちなみとの調和
を図る工夫を行った方がよい。

色彩 現存する建物の色より、奇抜な色になると、まちなみの景観を阻害する恐
れがあるため、現状の色合いとの調和を図る（茶・白・アイボリー系の色
が適しているのではないか）。

外構等 外構等にある工作物は、地域の景観を阻害する可能性があるが、厳しく規
制をするのではなく、個々で配慮した暮らしを促していくことが求められ
る。

緑化 歩行者がみどりを感じることができるよう工夫を行い、潤いのある地域を
実現していく。
樹木の高さや種類は揃え、まちなみの統一感に配慮する。一方、高木だと
視線を遮る恐れがあることから、中木が適している。
花が咲く樹木があったほうが、季節感を感じることができてよい。

附帯
施設

沿道に立地した自転車駐輪場は乱雑な印象を与えることから、沿道から見
えない場所に立地するなど、工夫を行う。
フェンスや金網は落ち着いた印象を与える茶色系が望ましい。

建物の高さが
そろっている どんな景観がよいですか？！
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【お問合せ先】
北区まちづくり部まちづくり推進課（第一庁舎７階５番窓口）

TEL 03-3908-9154 FAX 03-3908-2244
Mail machisuishin-ka@city.kita.lg.jp

スケジュール

【景観ワークショップ】

第１回
（11月12日）

◆中央公園周辺地区における景観を考えよう!
・北区景観まちづくりの取組や良い事例の紹介
・景観形成重点地区の指定目的の説明
・まちあるきによる地域の点検
・まちあるきの点検内容の共有

第２回
（1月17日）

◆景観まちづくりのイメージを具現化しよう!
・中央公園周辺地区における景観まちづくりの

目標の検討
・良好な景観づくりに関する方針の検討

第３回
（3月18日）
14：00～

◆景観形成重点地区（骨子）をチェックしよう!
・景観形成重点地区（骨子）の確認・検討
・景観まちづくりの取組を実現するための景観形成基

準の方向性の確認・検討
（対象区域/景観まちづくりに関する目標や方針など）

景観形成重点地区（案）の検討・関係各所との調整

■区民への周知・意見募集
〇景観まちづくりニュースの発行 〇説明会の開催

景観形成重点地区の指定

（平成３１年度～）
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中央公園周辺地区

景観まちづくりニュース

令和元年6月 第４号

＜発行＞
北区まちづくり部

まちづくり推進課

景観ワークショップ（第３回）を開催しました！
平成31年３月18日（月）に、中央公園周辺地区の景観づくりを考えていくための

『景観ワークショップ（第３回）』を開催しました。その内容についてお知らせします。

区では、「北区景観づくり計画」において、北区全域に係る基本目標のもとに、
景観に関する方針を定め、一般地区の景観に関する方針や、特定地区の良好な景観
づくりに関する方針を定めています。

特定地区のうち景観形成方針地区は、景観形成重点地区の候補地として、積極的
に景観づくりを行っていく地区となっています。

区では、景観形成方針地区に指定されている中央公園周辺地区を景観形成重点地
区に指定するため、『景観ワークショップ』を開催し、地域の景観づくりに対する
意識・気運を高めながら景観形成基準等を検討していく取組みを昨年から行ってい
ます。

今回開催した景観ワークショップ（第３回）では、これまでの検討内容を踏まえ、
景観形成重点地区（骨子）案について、意見交換を行いました。

第１～２回ワークショップでの意見の振り返り趣旨説明
振り返り

景観形成重点
地区（骨子）

景観まちづくりの取組を実現するための
景観形成基準の方向性の検討

～中央公園周辺地区における景観を考えよう！～

 
資料１-別添５ 
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●第１～３回のワークショップの内容

第１回
（11月12日）

◆中央公園周辺地区における景観を考えよう！
・北区景観まちづくりの取組や良い事例の紹介
・景観形成重点地区の指定目的の説明
・まちあるきによる地域の点検
・まちあるきの点検内容の共有

第３回
（３月18日）

◆景観形成重点地区（骨子）案をチェックしよう！

AグループとBグループの２つに分かれ、まちあるきによる地域の景観の現状を、以
下の視点で確認しました。

項目 チェックするポイント

１ 配置 建物等の間隔/空間の連続性/壁面の位置

２ 高さ・規模 建物の高さの統一感/敷地のゆとり

３ 形態・意匠 建物等材質の調和/外壁の工夫

４ 色彩 隣接する色彩との連続性

５ 外構等 物干し竿の位置/隣接する敷地や道路との調
和

６ 緑化 植栽の見え方/生垣/緑化

７ 附帯施設 駐車場・駐輪場の見え方/貯水槽や室外機の見え方

８ 街灯のデザイン/照明の明るさ・色合い/路面舗装・ストリー
トファニチャー/屋外広告物

Aグループ

Bグループ

・景観形成重点地区（骨子）案の確
認・検討

・景観まちづくりの取組を実現するた
めの景観形成基準の方向性の確認・
検討

（対象区域/景観まちづくりに関する
目標や方針など）
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計３回のワークショップを開催し、本地域での景観まちづくりについて
参加者の皆様で意見交換を行いました！！

第２回
（1月17日）

◆景観まちづくりのイメージを具現化しよう！
・中央公園周辺地区における景観まちづくりの目標の検討
・良好な景観づくりに関する方針の検討

AグループとBグループの２つに分かれ、第１回のまちあるきによる地域の景観の
点検内容を踏まえ、どのように良好な景観づくりを実現していくことができるか、沿
道の模型を用いて、シミュレーションし、意見をとりまとめました。

模型を使って、建物を
動かしたり、植樹する
など、様々なパターン
でシミュレーションを
行いながら、意見をと
りまとめました。

〇配置についての検討

〇高さについての検討

沿道から離し
て配置される

建物の高さが
そろっている

 どんな景観がよいですか？！

〇樹木の高さについての検討

どっちの景観が
良いか 

模型を用いて、シミュ
レーションし、意見交換を
行った内容を踏まえて、良
好な景観まちづくりの取組
を実現するための景観形成
基準の方向性について、意
見交換を行いました。そし
て、景観形成重点地区（骨
子）案をとりまとめました。

〇景観形成基準（案）

模型写真やイラスト等
を用いて基準について
意見交換を行いました。
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【お問合せ先】
北区まちづくり部まちづくり推進課（第一庁舎７階５番窓口）

TEL 03-3908-9154 FAX 03-3908-2244
Mail machisuishin-ka@city.kita.lg.jp

今後のスケジュール

景
観
形
成
重
点
地
区
指
定
に
向
け
た
検
討

説明会

北区景観づくり計画の改定・景観形成重点地区の指定

景観ワークショップの開催

景観形成重点地区（骨子）案

平
成
30
年
度

第１回
（11月12日）

第２回
（1月17日）

第３回
（３月18日）

令
和
元
年
度
以
降

景観形成重点地区（原案）の作成

景観形成重点地区（案）の作成
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中央公園周辺地区の景観形成重点地区指定に関する説明会 

日時：令和元年８月 7 日（水）19:00～20:00 

会場：十条台ふれあい館 別館２階 十条台地域振興室会議室 

参加者：10 名 

 

【プログラム内容】 

開会 

１．あいさつ 

２．景観形成重点地区指定に関する説明  

・景観まちづくりとは 

・これまでの検討の流れ 

・景観形成重点地区について 

・スケジュールについて 

３．質疑応答 

閉会 

 

【質疑応答の内容】 

 質問 回答 

１ これは条例なのか？条例を作って景観を保つ

という趣旨なのか？ 

北区景観づくり計画は、景観法に基づく北区

の条例である。計画を定めることで、地区指

定をし、その地区の計画を定めることができ

る。現在、中央公園周辺は、景観形成方針地

区であるが、景観形成重点地区として定める

ことが今回の目的である。 

２ 対象の範囲については、公園の周辺のことを

指しているのか？中は関わってくるのか？現

在、中央公園南側は、近隣商業地域。日影権

の関係で、10ｍ以上の物はたっていないので

はないのか？ 

現在工事中の物は、確認申請が終わっている

ため、現行の一般地区の基準が適用されてい

る。今後建て替え等を 4 月 1 日以降に行う場

合は、新たな基準に基づいた規制がかかる。 

３ これは決定事項なのか？ 本日の説明会の内容は、区の考えた原案であ

る。この場であがった意見や 10 月にこの案

に対する意見募集を行い、それをもとに修正

を行っていく予定である。このように、諮問

後にも検討していただく機会を設ける予定で

ある。 

４ 土地の活用を考えた際に制限が厳しくなるの

ではないか？また、景観を保全するために規

制に合わせることで、補助金等の助成等はあ

るのか？ 

助成等は特にはない。ただし、新たにつくる

生け垣には助成金があり、内容によって、一

部助成がある場合もある。 
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５ 規制によって、区民の意見が一方的に妨げら

れるのではないか？ 

みんな景観を良くしていこうと動きが、地域

全体の価値が上がると考える。みんなで、一

緒に協力して景観を作るものであり、制約を

かけている、というイメージは持っていない。 

６ 景観形成方針地区から景観形成重点地区に、

という住民の間での気運はあったのか？ 

連合自治会から、都営住宅の跡地の開発にあ

たって、緑を守ろうという要望書があった事

がこの取組の始まりである。 

７ 意見交換は誰が参加していたのか？ 周辺施設管理者、対象区域の自治会長等に声

をかけ、そのほか一般の方に回覧や掲示板等

を用いて募集を行った。しかし、一般の方か

らの WS への参加はなかった。 

８ 景観形成重点地区範囲北側の、現況道路境界

線から 30ⅿという切り方は、ちぐはぐでは

ないか？土地の一部に規制がかかるため、そ

の後の売却の際に面倒ではないか？ 

景観形成方針地区は、意見交換のもと、景観

形成重点地区に格上げしようとした。中央図

書館前の道路を拡幅する計画もある。また、

上十条一丁目アパートのアパート機能を廃止

し、土地利用転換するという機会があるため、

このような地区指定に至ったものである。 

９ この範囲は、景観形成方針地区に指定されて

いる区域と同じなのか？ 

景観形成方針地区は、あいまいなエリアとし

て指定していた。景観形成重点地区では、範

囲を定める必要があることから、今回提示し

た範囲となっている。 

10 景観形成方針地区と一般地区の基準は同じな

のか？ 

景観形成方針地区には、とくには基準を設け

なくてもよい。景観形成重点地区に指定する

にあたり、基準を設ける必要があるため、新

たに基準を定めている。 

１１ 先に定められている隅田川等の景観形成重点

地区の基準と内容は異なるのか？ 

中央公園周辺の基準を定める際に、旧古河庭

園周辺など、似た地区の基準を参考にしてい

る。 

１２ 届出行為は、着工のどれくらい前にすればよ

いのか？ 

確認申請の 30 日前には届出が必要である。 

１３ 『レンガを利用しているまちなみとの調和に

配慮する』、という文言はあいまいなのではな

いか？レンガ調のタイルを貼れという事か？

耐久性が悪いのではないか？レンガ調をあま

り誘導しすぎない方が良いのではないか？ 

ご意見として参考にさせて頂きます。 

 

以上 
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新景観百選等の認定に伴う 
北区景観づくり計画の変更について  

 
 
１ 主   旨  

   区民 や 事 業 者等 の 景観 づ く り への 機 運を 醸 成 す ると と もに 、 北区の

観光 資 源と し て の 魅力 を 発信 す る こ とを 目 的に 、 景 観 づく り に重 要な

景観 資 源を 選 定 す るた め 景観 投 票 を 実施 し 、北 区 新 景 観百 選 等を 認定

した 。 地域 の 特 性 を生 か した 景 観 づ くり を 推進 す る た めに 、 新景 観百

選等 に 認定 さ れ た 景観 資 源を 「 北 区 景観 づ くり 計 画 」 に掲 載 する 。  

 

２ 経   過  

   平 成 29 年 2 月  第３ 回 北 区 景観 づ くり 審 議 会  

    新 景 観 百 選の 認 定及 び 新 景 観百 選 検討 会 の 設 置に つ いて  

   平 成 29 年 6 月 ～ 9 月 候 補 地募 集  

    【 募 集 状 況】 応 募者 数 437 名、 応 募件 数 648 件（ 341 箇 所）  

   平 成 30 年 2 月  第４ 回 北 区 景観 づ くり 審 議 会  

    新 景 観 百 選検 討 会を 経 て 候 補地 を 選定 （ 277 箇所 ）  

   平 成 30 年 6 月 ～ 10 月  景 観 投票 の 実施   

    【 投 票 状 況】 投 票者 数 6,165 名 、 26,347 票  

   平 成 31 年 3 月  第 5 回 北 区 景観 づ くり 審 議 会  

    新 景 観 百 選検 討 会を 経 て 新 景観 百 選等 を 選 定     

   令和  元 年 7 月  新景 観 百 選 等の 認 定  

 

３ 今 後の 予 定  

令和 元 年１ ０ 月  北区 景 観づ く り 審 議会 へ の諮 問  

１１ 月  北 区 都 市 計画 審 議会 へ 意 見 照会  

令和 ２ 年 １ 月  第 7 回 北 区景 観 づ くり 審 議会 （ 答 申 ）  

４月  北区 景 観 づ くり 計 画の 変 更  

                  

２－１ 



【凡例】

：取り壊しまたは撤去
　され現存しない景観
　資源４か所

：新景観百選等に選定
　されなかった景観資
　源３１か所

北区景観百選（1998年認定）位置図

２Ü2

：統合された景観資源
　３か所
　（４と94、53と54
　　81と92）

：分割された景観資源
　１か所







(浮間子どもスポーツ広場)


